
広 報

　北部小学校児童の皆さんが手にしているのは、
これまで発行してきた「広報おぐに」。「私たちの
お父さんやお母さんが生まれる前から続いてきた
んだね」。「広報おぐに」は、これからも町民みな
さんと共に未来に向かって前進します。

みなさんと
共に歩んで
700 号



2

『
広
報
お
ぐ
に
』
の
あ
ゆ
み

※
１
面
記
事
、
特
集
記
事
を

中
心
に
主
な
内
容
を
抜
粋
。

【
創
刊
号
】
昭
和
29
年
４
月

　

 「
新
町
小
国
町
の
誕
生
を
祝
す
」

　

 

小
国
町
と
南
小
国
村
・
北
小
国

村
が
合
併
し
、
新
生
小
国
町
が

誕
生
。

【 

78
号
】
昭
和
35
年
８
月　

　

 「
津
川
村
を
編
入　

新
小
国
町

誕
生
」

【
１
０
５
号
】
昭
和
37
年
11
月

　
「
小
国
町
の
町
章
き
ま
る
」

【
１
０
８
号
】
昭
和
38
年
２
月

　

 「
実
に
27
年
ぶ
り
の
大
雪　

米

坂
線
の
不
通
で
10
日
間
孤
立
」

※
38
豪
雪

【
１
６
２
号
】
昭
和
42
年
９
月　

　

 「
集
中
豪
雨
本
町
を
襲
う
」
※

羽
越
水
害
の
被
害
状
況
、
行
政

の
対
応
な
ど
を
掲
載
。

【
１
７
４
号
】
昭
和
43
年
11
月　

　
「 

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

落
成
」

【
２
３
９
号
】
昭
和
49
年　

　
「
熊
ま
つ
り
を
初
公
開
」

【
２
５
６
号
】
昭
和
50
年
11
月

　

 「
カ
メ
ラ
が
追
う　

改
修
な
っ

た
国
道
１
１
３
号
線
」

町
民
と
行
政

町
民
と
行
政
を
つ
な
い
で

７
０
０
号

町
民
と
町
行
政
を
結
ん
で
59
年

　
「
広
報
お
ぐ
に
」
は
、
小
国
町
、

南
小
国
村
、
北
小
国
村
が
合
併
し

た
昭
和
29
年
に
創
刊
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
紙
面
で
は
、
町
民

と
役
場
と
を
結
ぶ
理
解
と
融
和
の

「
と
も
づ
な
」と
し
て
、
そ
の
使
命

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
59

年
間
に
わ
た
り
、
原
則
と
し
て
月

広
報
お
ぐ
に
創
刊
号
（
昭
和
29
年
４
月
）

　
「
広
報
お
ぐ
に
」
は
、
今
月
の
発
行
で
７
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た
。
昭
和
29
年
４
月
の
創
刊
以
来
、
59
年
間
に
わ
た

り
、行
政
の
動
き
や
町
の
出
来
事
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、

町
民
と
行
政
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
重
要
な
働
き
を
担
い

続
け
て
き
ま
し
た
。今
月
は
、こ
れ
ま
で
の「
広
報
お
ぐ
に
」

の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
、改
め
て
そ
の
役
割
を
考
え
ま
す
。
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【
３
０
３
号
】
昭
和
54
年
11
月　

　

 「
で
き
た
ぞ
待
望
の
体
育
館
が
」

※
町
民
総
合
体
育
館
竣
工

【
３
８
２
号
】
昭
和
61
年
７
月　

　

 「
役
場
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し

た
」

【
４
２
８
号
】
平
成
２
年
６
月　

 

　

 「
２
０
０
０
０
人
を
超
え
る
観

光
客
で
賑
わ
う
」
※
第
１
回
お

ぐ
に
石
楠
花
ま
つ
り
が
開
催

【
４
５
７
号
】
平
成
４
年　

 

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
特
集
号

【
４
７
４
号
】
平
成
６
年
４
月　

 

　

 「
待
望
の
新
宇
津
ト
ン
ネ
ル
開

通
」

【
５
０
０
号
】

　

 「
広
報
お
ぐ
に
５
０
０
号
記
念

特
集
」
※
こ
れ
ま
で
の
広
報
の

あ
ゆ
み
を
掲
載
。

【
５
５
９
号
】
平
成
13
年
５
月　

 

　
「
動
き
だ
し
た
中
高
一
貫
教
育
」

【
５
８
５
号
】
平
成
15
年
７
月

　

 「
横
川
ダ
ム
本
体
い
よ
い
よ
着

工
へ
」

【
５
９
７
号
】
平
成
16
年
７
月

　

 「
着
実
に
進
む
横
川
ダ
ム
建
設

事
業
」

【
５
９
８
号
】
平
成
16
年
８
月　

 

　

 「
平
成
16
年
７
月
17
日
豪
雨
災

害
を
振
り
返
る
」

１
回
の
発
行
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。半
世
紀
以
上
が
経
過
し
て
も
、

「
町
の
施
策
や
仕
事
を
わ
か
り
や

す
く
、
正
確
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
」
そ
の
基
本
的
な

役
割
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
広

報
お
ぐ
に
」は
、
町
内
の
全
世
帯
、

国
、
県
な
ど
の
行
政
機
関
等
に
届

け
て
い
る
ほ
か
、
小
国
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
声

　

平
成
16
年
10
月
発
行
の
６
０
０

号
以
降
に
掲
載
し
た
町
の
主
要
事

業
や
出
来
事
に
関
す
る
記
事
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
広
報

紙
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
き
た
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の

か
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
町
づ
く
り
の
方
向
性
や

　
　
　

課
題
認
識
に
大
き
な
役
割

　

東
部
地
区
振
興
協
議
会
会
長
の

小
野
正
利
さ
ん（
叶
水
）は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
紙
面
を
振
り
返

る
と
、
横
川
ダ
ム
の
完
成
や
パ
ー

タ
ブ
ロ
イ
ド
判（
新
聞
紙
１
ペ
ー
ジ
の
半
分

の
大
き
さ
）

　

昭
和
29
年
４
月
〜
昭
和
44
年
12
月

Ｂ
５
判
サ
イ
ズ

昭
和
45
年
１
月
〜
平
成
４
年
12
月

表
紙
題
字
が
現
在
の
ス
タ
イ
ル
に
な
る

昭
和
54
年
４
月
か
ら
現
在
に
至
る

お
知
ら
せ
版
の
発
行

昭
和
58
年
４
月
〜
平
成
16
年
３
月

　

※
平
成
16
年
４
月
か
ら
本
号
に
統
合

Ａ
４
判
サ
イ
ズ

平
成
５
年
１
月
か
ら
現
在
に
至
る

時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

規
格
の
変
遷

　

広
報
の
大
き
さ
な
ど
の
規
格
は
、
時
代

の
要
請
に
応
じ
て
変
更
し
て
き
ま
し
た
。

創
刊
か
ら
１
８
５
号
ま
で
は
、
タ
ブ
ロ
イ

ド
版
で
発
行
し
ま
し
た
が
、
昭
和
45
年
１

月
の
１
８
６
号
か
ら
Ｂ
５
判
に
サ
イ
ズ
に

変
更
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
紙
の
題
字

に
つ
い
て
も
、
昭
和
54
年
４
月
の
２
９
６

号
か
ら
現
在
の
も
の
を
使
用
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
５
年
１
月
の
４
５
９

号
か
ら
は
紙
面
の
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
判
に
変

更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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【
６
０
０
号
】
平
成
16
年
10
月

　

 「
広
報
お
ぐ
に
が
６
０
０
号
」

※
こ
れ
ま
で
の
広
報
お
ぐ
に

の
あ
ゆ
み
を
掲
載
。

【
６
１
４
号
】
平
成
17
年
12
月

　

 「
小
中
高
一
貫
教
育
５
年
目

の
成
果
」

【
６
１
８
号
】
平
成
18
年
４
月

　

 「
夢
に
向
か
っ
て
」
※
閉
校

と
な
る
小
玉
川
中
学
校
、

玉
川
中
学
校
の
あ
ゆ
み
を
紹

介
。

【
６
２
２
号
】
平
成
18
年
８
月

　

 「
本
町
の
経
済
と
生
活
を
支

え
る
米
坂
線
」
※
米
坂
線
全

線
開
通
70
年
の
あ
ゆ
み
を
紹

介
。

【
６
２
４
号
】
平
成
18
年
10
月

　

 「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地　

白

い
森
の
国
お
ぐ
に
〜
ブ
ナ
の

森
温
身
平
〜
」

【
６
２
５
号
】
平
成
18
年
11
月

　

 「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
」

【
６
３
３
号
】
平
成
19
年
７
月

　

 「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
ブ
ナ

の
森
温
身
平
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
」

【
６
３
６
号
】
平
成
19
年
10
月

　

 「
白
い
森
お
ぐ
に
湖
（
横
川

す
。
学
校
は
、
平
成
25
年
度
末
で

閉
校
し
、
小
国
小
学
校
に
統
合
と

な
る
の
で
、
特
に
、
学
校
統
合
や

新
し
い
小
国
小
学
校
の
建
設
を
取

り
上
げ
た
記
事
に
は
、
よ
く
目
を

通
し
て
い
ま
す
。『
学
校
は
小
国
中

学
校
の
脇
に
で
き
て
、
校
舎
に
は

小
国
の
木
材
が
使
わ
れ
る
。
暖
房

に
も
自
然
の
恵
み
が
使
わ
れ
る
ん

だ
よ
。』と
、
家
族
団
ら
ん
し
な
が

ら
、
子
ど
も
に
伝
え
て
い
ま
す
。

学
校
が
統
合
し
、
教
育
環
境
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
も
、
親
に
と
っ
て
も
不
安

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
広
報
紙

で
し
っ
か
り
情
報
を
把
握
す
る
こ

と
で
そ
れ
を
解
消
し
、
安
心
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
声
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
私
た
ち
の
身
近

な
情
報
を
、
親
近
感
の
あ
る
紙
面

で
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」
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試験試験湛水 湛  水 ははじまるじまる
たん すい

完
成
ま
で
も
う
少
し 

水
を
た
た
え
は
じ
め
た
ダ
ム

　

羽
越
水
害
を
契
機
に
計
画
さ
れ
、

平
成
二
年
か
ら
建
設
が
は
じ
ま
っ

た
横
川
ダ
ム
。
昨
年
七
月
に
は
、

ダ
ム
本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

が
完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

ダ
ム
湖
や
そ
の
周
辺
の
有
効
活
用

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
十
四
日
に
は
、
国
土
交
通

省
横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
に
よ
る

「
横
川
ダ
ム
湛
水
式
」
が
現
地
で

行
わ
れ
、
国
や
県
、
地
元
の
関
係

者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
五
十

嵐
所
長
に
よ
る
湛
水
開
始
の
合
図

と
と
も
に
、
放
流
ゲ
ー
ト
が
閉
塞

さ
れ
る
と
、
出
席
者
か
ら
一
斉
に

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

試
験
湛
水
と
は
、
ダ
ム
湖
の
水

位
を
上
昇
及
び
下
降
さ
せ
、
大
き

な
水
圧
の
影
響
を
受
け
る
ダ
ム
の

安
全
性
や
機
能
、
周
辺
の
安
定
性

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

ダ
ム
湖
は
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に

水
位
が
上
昇
し
ま
す
。
十
一
月
中

旬
頃
に
は
最
高
水
位
ま
で
到
達
し
、

そ
の
後
、
年
内
に
水
位
を
下
降
さ

せ
て
試
験
湛
水
が
終
了
し
ま
す
。

5

白白いい森森おぐにおぐに湖湖（（横川ダム横川ダム））

● 
横
川
ダ
ム
の
あ
ゆ
み 
●

　

年
８
月　

羽
越
水
害
発
生

４２
　
　
　

月　

羽
越
工
事
事
務
所
発

１０

足
、
災
害
復
旧
着
手

　

年
４
月　

荒
川
が
一
級
河
川
に

４３

指
定

　

年
４
月　

横
川
ダ
ム
の
予
備
調

６３

査
着
手

（
平
成
）

２
年
６
月　

横
川
ダ
ム
工
事
事
務

所
発
足
、
横
川
ダ
ム

建
設
着
手

　

年
２
月　

町
道
横
川
ダ
ム
湖
岸

１２

線
付
替
工
事
着
手

　
　

８
月　

主
要
地
方
道
玉
川
沼

沢
線
付
替
工
事
着
手

　

年
２
月　

転
流
工
着
手

１３
　
　
　

月　

主
要
地
方
道
川
西
小

１１

国
線
開
通

　

年
３
月　

本
体
工
事
着
手

１５
　

年
６
月　

本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト

１６

打
設
着
手

　
　
　

月　

主
要
地
方
道
玉
川
沼

１１

沢
線
・
町
道
横
川
ダ

ム
湖
岸
線
開
通

　

年
５
月　

横
川
ダ
ム
定
礎
式

１７
　

年
７
月　

本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト

１８

打
設
完
了

　

年
９
月　

試
験
湛
水
開
始

１９
　

年
４
月　

ダ
ム
運
用
開
始
予
定

２０
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く
感
じ
て
い
た
「
森
林
浴
の
気
持

ち
良
さ
」
は
、
生
理
的
な
働
き
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
実
証
さ

れ
ま
し
た
。

　

温
身
平
で
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林

が
広
が
る
貴
重
な
自
然
環
境
に
、

気
軽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
交
通
ア
ク
セ
ス
や
散
策
路

の
状
況
な
ど
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を

効
果
的
に
実
践
す
る
た
め
の
要
件

が
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
定

機
関
で
あ
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
・
ス

テ
ア
リ
ン
グ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
に
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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六
月
一
日
、
飯
豊
山
荘
を
主
会

場
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
森
林
が

も
つ
癒
し
効
果
を
活
か
し
て
、「
こ

こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の
元
気
を

取
り
戻
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。
森
林
が
生
み
だ
す
香

り
や
風
、
音
、
景
色
な
ど
に
よ
っ

て
、
来
訪
者
に
癒
し
の
ひ
と
と
き

を
提
供
す
る
空
間
が
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
「
ブ
ナ
の
森
温
身
平
」

で
す
。

　

平
成
十
七
年
に
、
本
町
を
含
む

全
国
十
カ
所
で
、
森
林
の
癒
し
効

果
を
測
定
す
る
生
理
実
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
実
験
の
結
果
、
ス
ト

レ
ス
ホ
ル
モ
ン
濃
度
の
低
下
が
確

認
さ
れ
た
ほ
か
、
脳
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
な
ど
も
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
普
段
何
と
な
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中の橋

笹の橋

ブナ
湧き水（ブナしずく）

サワグルミ

清流展望台

案内板

こごみ平

ぶなの沢越
マタギ屋敷

岩戸橋
ブナ

曲沢

登山道入り口

登山道入り口

ミズナラ

天狗平ロッジ

飯豊山荘

ゲート
（一般車両通行禁止）

ヤチダモの
巨木

カモシカ沢

け も

の
歩
道

メ
イ ン

ロ
ー
ド

玉川・飯豊山荘
展望

セラピー
ガイドコーナー

はなれ
山遊
歩道

飯豊連峰
展望

観音平と
ミズナラ

温身の池

～温身平の
　森林散策マップ～

原始の森
五感を使って味わう

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
国
や
県
の

関
係
者
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局
の
福

田
隆
政
局
長
は
、「
温
身
平
と
い
う
、

す
ば
ら
し
い
森
を
継
承
し
て
い
く

た
め
に
は
、
上
手
に
使
っ
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
」
と
祝
辞
を
の

べ
ら
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
意
義

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
小
学
校

の
児
童
代
表
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
宣
言
の
後
、
フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー

プ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
美
し
い
音
色
が
ブ
ナ
の
森

に
響
い
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
続
い
て
、
五
人
の
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
が
セ
レ
モ
ニ
ー
出
席
者

を
森
林
散
策
へ
案
内
し
、
癒
し
の

森
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

本
年
計
画
さ
れ

て
い
る
森
林
セ
ラ

ピ
ー
で
は
、
一
般

参
加
者
が
行
う
ツ

ア
ー
に
加
え
て
、

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
各

種
体
験
メ
ニ
ュ
ー

や
そ
の
行
程
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
参
加
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
す
。

十
月
ま
で
月
二
回
開
催
さ
れ
、
二

泊
三
日
コ
ー
ス
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

温
身
平
は
、
メ
イ

ン
ロ
ー
ド
と
な
っ
て

い
る
中
央
の
散
策
路

の
ほ
か
、
け
も
の
歩

道
も
歩
き
や
す
く
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

散
策
を
一
層
楽
し
む

た
め
の
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
（
絵
文
字
で
表
現

し
た
案
内
板
）
や
、

環
境
に
配
慮
し
た
バ
イ
オ
ト
イ
レ

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
は
、
雄
大
で
美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
澄

ん
だ
空
気
や
き
れ
い
な
水
、
た
く

さ
ん
の
山
の
幸
を
私
た
ち
に
提
供

し
て
く
れ
る
母
な
る
大
地
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し
て

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
が
代
々
守
り
続
け
、
大
切
に

し
て
き
た
森
で
す
。

　

そ
の
勲
章
と
し
て
、
こ
こ
飯
豊

山
麓
の
地
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
こ
の
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
未
来
に
向
か
っ
て
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
「
ブ
ナ
の
森
温
身
平
」
に
た

く
さ
ん
の
か
た
が
た
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
い
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
宣

言
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
宣
言

小
玉
川
小
学
校  
塚
原 
力
哉 
君

玉
川
小
学
校  
島
貫 
優 
さ
ん
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ク
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、

私
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て

も
、
身
近
な
情
報
が
数
多
く
掲
載

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
も
町
民
の

一
人
と
し
て
、
大
き
な
関
心
を

持
っ
て
紙
面
に
目
を
通
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
の
協
議
会

に
お
い
て
も
、
広
報
紙
か
ら
得
ら

れ
る
情
報
を
共
有
し
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
町
の
動
き
に
町
民
一
人

ひ
と
り
が
関
心
を
持
ち
、
よ
り
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

広
報
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
の
推
進
に
、
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。」

安
心
に
つ
な
が
る
大
切
な
情
報
源

　

小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
金

敦
子
さ
ん（
小
渡
）は
、
広
報
紙
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
現
在
、
小
学
３
年
生
の
娘
は
、

沖
庭
小
学
校
に
通
学
し
て
い
ま

金　 敦 子 さ ん

小 野 正 利 さ ん

　

平
成
20
年
４
月
に
竣
工
し
た
横
川
ダ

ム
。
竣
工
に
あ
た
っ
て
集
落
移
転
し
た
か

た
が
た
の
想
い
や
、
建
設
事
業
の
動
き
を

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
６
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
温
身
平
。
広
報

紙
面
で
も
、
そ
の
検
証
事
業
や
効
果
、
関

係
者
の
声
を
拾
っ
て
き
ま
し
た
。

633号（平成19年７月）636号（平成19年10月）
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ダ
ム
）試
験
湛
水
は
じ
ま
る
」

【
６
３
９
号
】　

平
成
20
年
１
月

　

 「
〜
横
川
ダ
ム
建
設
に
よ
る

集
落
移
転
か
ら
15
年
〜
湖
底

の
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ

て
」

【
６
４
２
号
】
平
成
20
年
４
月

　

 「
竣
工
を
迎
え
た
横
川
ダ

ム
」、「
小
玉
川
小
中
学
校
閉

校
」

【
６
６
６
号
】
平
成
22
年
４
月

　
「
玉
川
小
中
学
校
閉
校
」

【
６
７
８
号
】
平
成
23
年
４
月

　
「
伊
佐
領
小
学
校
閉
校
」

【
６
７
９
号
】
平
成
23
年
５
月

　

 「
復
興
に
向
け
深
ま
る
絆
と

広
が
る
支
援
」
※
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援
、
避
難

者
支
援
の
取
り
組
み
を
掲

載
。

【
６
８
７
号
】
平
成
24
年
１
月

　

 「
新
し
い
小
国
小
学
校
の
建

設
に
着
手
」

【
６
９
０
号
】
平
成
24
年
４
月

　
「
白
沼
小
中
学
校
閉
校
」　

【
６
９
４
号
】
平
成
24
年
８
月

　

 「
福
島
県
大
玉
村
と
災
害
時

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
」

が
前
進
し
て
い
く
姿
を
知
る
こ
と

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な

喜
び
で
、
自
分
自
身
の
励
み
に
も

な
り
ま
す
。
小
国
町
が
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
広
報
お
ぐ
に
」
の
情
報

に
期
待
し
て
い
ま
す
。」

皆
さ
ん
に
も
っ
と
必
要
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　

広
報
紙
を
目
指
し
て

　

町
民
み
な
さ
ん
と
情
報
を
共
有

し
、
相
互
理
解
を
深
め
、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
広

報
紙
の
大
き
な
役
割
で
す
。
私
た

ち
の
ま
わ
り
に
は
、
多
様
な
情
報

媒
体
が
あ
り
ま
す
が
、「
広
報
お
ぐ

に
」
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
り
、

身
近
な
存
在
と
し
て
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
と
と
も
に
、
安
心

な
生
活
や
、
意
欲
的
な
地
域
づ
く

り
活
動
な
ど
を
進
め
る
う
え
で
、

貴
重
な
情
報
源
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
親

し
み
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

効
果
的
な
情
報
の
発
信
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
情
報
が
満
載

　

関
東
地
方
な
ど
で
暮
ら
し
て
い

る
小
国
出
身
者
の
皆
さ
ん
に
も
広

報
紙
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
山
形
県
小
国
郷
人
会
会
長
の

伊
藤
康
之
さ
ん
（
河
原
角
出
身
、

八
王
子
市
在
住
）
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
小
国
の
情
報
は
、

「
広
報
お
ぐ
に
」を
通
じ
て
、毎
月
、

確
認
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
発
達

し
、
個
々
が
多
様
な
情
報
を
容
易

に
受
発
信
で
き
る
時
代
で
は
あ
り

ま
す
が
、
広
報
お
ぐ
に
は
、
様
々

な
町
の
取
り
組
み
や
出
来
事
、
人

口
動
態
な
ど
の
情
報
が
分
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ

と
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
い
つ

も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
私

た
ち
の
会
に
は
、田
舎
を
離
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張
っ
て
い

る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と伊 藤 康 之 さ ん

　

平
成
26
年
４
月
開
校
予
定
の
新
し
い
小

国
小
学
校
の
校
舎
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
各
教

室
の
配
置
、
学
校
統
合
の
動
き
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
。
広
報
で
は
、
本
町
に
お
け
る
防

災
や
被
災
者
支
援
の
取
り
組
み
な
ど
を
、

年
間
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
し
た
。

679号（平成23年５月）687号（平成24年１月）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

山
形
県
は
、
１
月
22
日
、
１
月

第
３
週
（
１
月
14
日
か
ら
１
月
20

日
ま
で
）
に
お
け
る
県
内
の
一
定

点
医
療
機
関
あ
た
り
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
患
者
報
告
数
が
21
・
50
人

に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、『
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
注
意
報
』
を
発
令
し

ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
冬

に
流
行
し
、
私
た
ち
の
健
康
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
代
表
的
な
呼

吸
器
疾
患
で
す
。
普
通
の
か
ぜ
と

は
異
な
り
、
突
然
の
高
熱
と
と
も

に
、
関
節
痛
や
筋
肉
痛
な
ど
の
全

身
に
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、

せ
き
な
ど
も
伴
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は

強
く
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る

と
短
期
間
に
多
く
の
人
へ
の
感
染

が
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所

や
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で

は
、
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高

齢
者
の
場
合
、
集
団
的
に
感
染
が

拡
大
し
、
重
症
者
が
出
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
感
染

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

① 

こ
ま
め
な
手
洗
い
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

② 

外
か
ら
帰
っ
た
後
は
、
う
が
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

せ
き
が
出
る
な
ど
の
症
状
が
あ

る
、
混
み
合
っ
た
場
所
な
ど
に

出
か
け
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

こ
ま
め
な
換
気
を
し
ま
し
ょ

う
。

⑤ 

十
分
な
栄
養
摂
取
・
休
養
・
睡

眠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■  

問
合
先　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
（
☎
61
―

１
０
０
０
）
へ

町立病院に
新たな診療科目開設

　小国町議会では、未来を担う子ど
もたちが、日ごろ、疑問に思ってい
ることや希望などを質問形式で発表
し、その意見を町政に反映させる目
的で高校生議会を開催します。
　■日時　２月19日（火）
　　　　　午後１時30分から
　■場所　役場４階　議場
　■内容
　　 小国高校生と議員が模擬議会を
開催します。その様子はイン
ターネットで中継する予定です
が、ぜひ、傍聴にもおいでくだ
さい。

　■ 問合先　議会事務局　　
　　　　　　　　（☎62-2448）へ

高校生議会を
開催します

〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
〜

症
者
が
出
る
場
合
も

　４月１日から町立病院内に、現在の電
興診療所と同じ診療体制で、内科、眼科、
耳鼻科の診療科目を開設する見込みとな
りました。
　また、歯科については、現在の電興診
療所の歯科診療施設を活用し、さらに、
同じ診療体制で、町の歯科診療所として
運営する見込みです。
　詳しいことは、町立病院（☎61-1111）
にお問い合わせください。

　小国町議会では、未来を担う子ど
もたちが、日ごろ、疑問に思ってい
ることや希望などを質問形式で発表
し、その意見を町政に反映させる目
的で高校生議会を開催します。
■日時　２月19日（火）
　　　　　午後１時30分から
■場所　役場４階　議場
■内容
　　 小国高校生と議員が模擬議会を
開催します。その様子はイン
ターネットで中継する予定です
が、ぜひ、傍聴にもおいでくだ
さい。
■ 問合先　議会事務局　
　　　　　　　　（☎62-2448）へ

高校生議会を
開催します
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シリーズシリーズ
伊 藤 正 俊

　水道管も凍る今日この頃、熱燗と白い酒で中から身体を温めるには最高の季節でしょうか。
　つい先日、東京で８センチの積雪により大混乱というニュースがありました。「たかだか８
センチで・・・」というのがここでの当然の反応でしょう。僕の地元の愛知でも８センチ降れ
ば大雪です。わずか一年前までは生まれてからずっとその感覚の中にいたのです。しかし小国
は、それを宇宙の果てへと忘れ去るほどの雪の量です。
　雪の量にも驚きましたが、除雪の綺麗さにも驚きです。道路や家の周りまで、ビシッと除雪

されている様子は小国の自慢でしょう。また、それを
ほぼ毎日行うというのも、大変な労力を要するもので
す。私も自分に喝を入れてやらねばなりません。
　大変な雪ですが、民宿越後屋さんの巨大かまくらで
あったり、小玉川の学校で行われる青年会の巨大迷路
づくりであったり、邪魔者扱いするだけでなく、それ
を楽しむという取り組みもあります。また、これだ
け雪が降るからこそ山の資源が豊富なんだと思いま
す。まだまだこれからも大いに雪を満喫して、春の訪
れを待ちたいです。

小国の「雪」を楽しむ

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
本

町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境

は
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
こ

そ
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

難
局
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
が
「
小
国
町
再
生

元
年
」
と
な
る
よ
う
、
町
づ
く
り

の
先
頭
に
立
っ
て
、
町
職
員
と
も

ど
も
知
恵
を
絞
り
き
り
、
体
を

張
っ
て
こ
の
一
年
を
頑
張
る
覚
悟

と
決
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
就
任
以
来
半
年
が
経
過

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
公

約
に
掲
げ
た
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

部
活
遠
征
へ
の
活
用
」
や
高
齢
者

の
通
院
や
買
い
物
の
足
を
確
保
す

る
「
町
営
バ
ス
内
循
環
線
」
の
１

月
７
日
か
ら
の
運
行
開
始
な
ど
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
小
国
町
が
全
国
的
に

存
在
感
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
特

に
情
報
発
信
機
能
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
全
国
的
な
経
営

者
の
勉
強
会
や
大
学
で
、
本
町
の

町
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え

て
、
小
国
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

人
口
一
万
人
復
活
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
小
国
町
』
新
時
代
へ
の
第
一
歩

　

盛
田
信
明

～町長室便り～
雨ニモマケズ④

寺島実郎氏の
「時代先見塾」
での講演

専修大学での
講演



広報おぐに　2013.2

8

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
25
年
度
分
の
町
・
県
民
税
申
告
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

申
告
期
限
は
３
月
15
日
ま
で
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

２
月
８
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈮

　

町
・
県
民
税
の

　
　
　
　
　

申
告
が
必
要
な
か
た

　　

申
告
が
必
要
な
か
た
は
、「
平

成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
、
小
国

町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
た
」
で

す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
か
た

は
、
町
・
県
民
税
申
告
書
の
提
出

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
か
た

○ 

年
末
調
整
済
み
の
給
与
収
入
の

ほ
か
に
収
入
が
な
い
か
た

※ 

申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
か
た

で
も
、
平
成
24
年
中
に
収
入
が

あ
っ
た
か
た
や
年
末
調
整
済
み

の
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

か
た
、
各
種
所
得
控
除
を
受
け

た
い
か
た
な
ど
は
、
申
告
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
中
ま
っ
た
く

　
　

収
入
が
な
か
っ
た
か
た
は
？

　　

申
告
書
右
上
に
「
収
入
な
し
」、

合
計
所
得
欄
に
「
０
」
と
表
示
し

氏
名
欄
に
押
印
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
次
の
よ
う
な
か
た
は
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
ま
た
は

加
入
予
定
者

○ 

後
期
高
齢
者
保
険
加
入
者
及
び

そ
の
世
帯
主

○ 

介
護
保
険
加
入
者
及
び
そ
の
世

帯
主

○ 

国
民
年
金
免
除
申
請
を
お
考
え

の
か
た

○ 

所
得
や
税
関
係
の
証
明
書
が
必

要
な
か
た

※ 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
町
・

県
民
税
の
算
定
に
は
含
ま
な
い

た
め
、
申
告
す
る
収
入
、
所
得

金
額
に
記
載
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
こ
の
収
入
の
み

の
と
き
は
収
入
な
し
の
表
示
で

か
ま
い
ま
せ
ん
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
及
び
印
鑑

② 

収
入
と
支
出
が
確
認
で
き
る
書

類

　

○  

給
与
・
公
的
年
金
収
入

　
　

平
成
24
年
分
の
源
泉
徴
収
票

　

○ 

営
業
・
不
動
産
収
入

　
　

 

収
支
内
訳
書
、
売
り
上
げ
や

仕
入
れ
の
帳
簿
類
、
必
要
経

費
の
領
収
書
な
ど

　

○ 

農
業
収
入

 　
　

 

収
支
内
訳
書
、
農
産
物
の
出

荷
伝
票
、
仕
切
書
、
領
収
書
、

借
入
金
利
子
証
明
書
、
新
し

く
購
入
し
た
農
機
具
な
ど
に

関
す
る
書
類
、
補
助
金
、
交

付
金
、
保
証
金
等
の
収
入
が

確
認
で
き
る
書
類
、
取
扱
い

通
帳
な
ど

　

○
雑
収
入
・
一
時
所
得

　
　

 

支
払
証
明
書
や
通
帳
な
ど
収

入
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

　

○
譲
渡
所
得

　
　

 

売
買
契
約
書
や
経
費
の
領
収

書
、
公
共
事
業
に
よ
る
買
取

の
場
合
は
３
枚
組
の
収
用
証

明
書
な
ど

③ 

所
得
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必

要
な
各
種
証
明
書
や
領
収
書
、

支
払
金
額
を
証
明
す
る
書
類
な

ど
④ 

通
帳
な
ど
、
申
告
者
本
人
の
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類

変
更
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　

平
成
25
年
度
分
申
告
か
ら
生
命

保
険
料
控
除
に
つ
い
て
は
、「
一

般
の
生
命
保
険
料
」
と
「
個
人
年

金
保
険
料
」
は
、
平
成
24
年
１
月

１
日
以
後
に
締
結
し
た
契
約
（
新

契
約
）
と
平
成
23
年
12
月
31
日
以

前
に
締
結
し
た
契
約
（
旧
契
約
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

生
命
保
険
会
社
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
保
険
料
払
込
証
明
書
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
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月　日 相談会場 受付時間 対象地区

2 月 8 日 ㈮ 役場大会議室 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 小国町１・２
午後の部 1 時 ～　 4 時 坂町１・２

2 月 12 日㈫ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 緑町１
午後の部 1 時 ～　 4 時 緑町２

2 月 13 日㈬ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 駅前１・２
午後の部 1 時 ～　 4 時 栄町１・２

2 月 14 日㈭ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 本町１・２
午後の部 1 時 ～　 4 時 幸町２

2 月 15 日㈮ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 本町３、幸町１
午後の部 1 時 ～　 4 時 上岩井沢

2 月 18 日㈪ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 坂町３・５
午後の部 1 時 ～　 4 時 地蔵町

2 月 19 日㈫ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 町原
午後の部 1 時 ～　 4 時 東原

2 月 20 日㈬ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 あけぼの
午後の部 1 時 ～　 4 時 松岡

2 月 21 日㈭ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 綱木箱口
午後の部 1 時 ～　 4 時 伊佐領

2 月 22 日㈮ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 旭町、小芦
午後の部 1 時 ～　 4 時 北、西

2 月 24 日㈰ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 休日相談日
午後の部 1 時 ～　 4 時 休日相談日

2 月 25 日㈪ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 平林
午後の部 1 時 ～　 4 時 増岡

2 月 26 日㈫ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 種沢
午後の部 1 時 ～　 4 時 大滝

2 月 27 日㈬ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 岩井沢１
午後の部 1 時 ～　 4 時 岩井沢２

2 月 28 日㈭ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 兵庫舘１
午後の部 1 時 ～　 4 時 兵庫舘２

3 月 1 日 ㈮ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 大宮、宮の台
午後の部 1 時 ～　 4 時 田沢頭

3 月 4 日 ㈪ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 小渡
午後の部 1 時 ～　 4 時 舘

3 月 5 日 ㈫ 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 尻無沢
午後の部 1 時 ～　 4 時 舟渡

3 月 6 日 ㈬ 役場大会議室 午前の部 9 時 ～ 1 1 時 今市
午後の部 1 時 ～　 4 時 古田

3 月 7 日 ㈭ 梅花皮荘 午前の部 9 時 30 分～ 11 時 小玉川、泉岡
午後の部 1 時 ～ 3 時 30 分 長者原、玉川中里

3 月 8 日 ㈮ 玉川高齢者
コミュニティセンター

午前の部 9 時 30 分～ 11 時 玉川、玉川新田
午後の部 1 時 ～ 3 時 30 分 中田山崎、片貝

3 月 11 日㈪ 水の郷交流館 午前の部 9 時 30 分～ 11 時 上叶水、下叶水
午後の部 1 時 ～ 3 時 30 分 新股、河原角、上大石沢、下大石沢

3 月 12 日㈫ 越中里公民館 午前の部 9 時 30 分～ 11 時 越長
午後の部 1 時 ～ 3 時 30 分 六ヶ字

3 月 13 日㈬ 白沼小中学校 午前の部 9 時 30 分～ 11 時 白子沢、桜沢、間瀬、明沢
午後の部 1 時 ～ 3 時 30 分 沼沢１・２

3 月 14 日㈭ 足中克雪管理
　　　　　センター

午前の部 9 時 30 分～ 11 時 足水中里、樽口
午後の部 1 時 ～ 3 時 30 分 足野水、市野沢、百子沢

3 月 15 日㈮ りふれ 午前の部 9 時 30 分～ 11 時 三ヶ字、石滝
午後の部 1 時 ～ 3 時 30 分 五味沢

★申告に関する相談が必要なかたは、できるだけお住まいの地区相談日にお越しくださるようにご協力をお願
いします。なお、お住まいの地区相談日にご都合がつかないときは、ほかの地区の相談日にお越しいただいて
も差し支えありませんが、休日相談日や最終日など日によって混み合う場合もありますのでご了承ください。

平成25年度分　町・県民税　申告相談受付日程
対象地区は駐在地区名で表示しています
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　町営バス「内循環線出発式」が、１月７日、
町立病院玄関前で行われました。
　式では、あいさつに立った盛田信明町長が、
「本日より、高齢者の交通手段を確保するた
めの新たな町営バス路線「内循環線」の運行
開始にあたり、安全な運行に向けて、皆さま
のご理解とご協力をお願いしたい。」と述べ
ました。その後、盛田町長、伊藤重廣小国町
議会議長、丹野久小国警察署長、河内昭佐小
国町社会福祉協議会長が、テープカットを行
い、第１便の出発を見送りました。

　小国町消防出初式が、１月６日、総合セン
ターで開催されました。
　ことし一年の安全な活動を祈願した後、小
国町消防団東正明団長が、「団員の皆さんに
は、本年も安全、確実、迅速な活動をお願い
するとともに、防火啓発にも力を入れていた
だきたい。」と訓示を述べました。このほか、
団員らによる防火パレードも行われ、町民皆
さんに火災予防を呼びかけました。

　町商工会と町による実行委員会が主催した
「新春賀詞交歓会」が、１月15日、ショッピ
ングセンターアスモで開かれ、町内事業所等
から約100人が参加しました。
　当日は、和やかな雰囲気の中で交流を深め
ながら情報交換が行われるとともに、本町の
さらなる発展を願い祝杯をあげ、年頭の決意
を新たにしました。

町営バス新たな「内循環線」スタート

火災のない町を願って 年頭の決意新たに

～町営バス内循環線出発式～

～小国町消防出初式～ ～新春賀詞交歓会～
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Tsuchiya
   Hiromu

　消防署小国分署に勤務していま
す。自分の生まれ育った地域に貢
献したいという思いで、地元の消
防士になることを志しました。
　火災や自然災害は、いつ発生す
るか分かりません。皆さんの安全、
安心を確保していくために、常に
何があっても万全な対応ができる
よう、日ごろから技術を磨くとと
もに、体調管理にも気を配ってい
ます。また、仕事の傍ら、小国中
学校のサッカー部のコーチもして
います。サッカーを通して、小国
の子ども達の育成にも取り組んで
いきたいと考えています。

土 屋 裕 睦 さん
DATA
●つちや　ひろむ
●年齢／24歳
●住まい／栄町
●趣味 ／サッカー、フット

サル

雪国の伝統文化を体験
～第31回つる細工講習会～

　町内各地で、無病息災を祈る小正月の伝統
行事「歳頭（サイズ）焼き」が行われました。
　１月12日に行われた本町地区の歳頭焼き
では、地域の男の子が大人と一緒に、山上に
ある「一本松」の下でおこした火をたいまつ
につけ、「ヤヘロー」と掛け声をかけながら
会場に運び、点火しました。　
　この地域では、山の神の火を用いる古くか
らの手法が今も継承されています。

昔ながらの小正月行事
～歳頭（サイズ）焼き～

　第31回つる細工講習会が、１月16日から
18日までの３日間、飯豊梅花皮荘で行われ、
県内外から43人が参加しました。
　講習会で参加者は、つる工芸の会会員の指
導のもと、アケビやブドウ、トウなどの素材
を用いて、果物カゴや手提げかばんなどの作
品づくりに挑戦。参加者からは「この機会
に、いろいろな編み方を覚えたい。作ったカ
ゴは、家庭で使ってみたい。」との声が聞か
れました。



お知らせコーナー
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

《
小
坂
町
団
地
》

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

▽ 

家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

▽ 

対
象　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

《
小
坂
町
勤
労
者
住
宅
》

２
Ｄ
Ｋ　

３
戸

　
　
　
　
（
２
階
・
３
階
）

▽
家
賃　

３
３
，
０
０
０
円

▽ 

対
象　

町
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
か
た

《
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅
》

３
Ｄ
Ｋ　

３
戸

　
　
　
　
（
１
階
・
３
階
）

▽
家
賃　

４
２
，
０
０
０
円

▽ 

対
象　

町
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
か
た

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

２
月
12
日
㈫

■
入
居
時
期　

２
月
下
旬
以
降

■ 

問
合
先

　

地
域
整
備
課
建
設
管
理
室
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

▽
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

▽
対
象　

同
居
親
族
が
い
る
か
た

　
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

２
月
14
日
㈭

■
入
居
時
期　

３
月
下
旬

■
問
合
先　

県
営
住
宅
指
定
管
理

者
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

（
☎
０
２
３
８‒

24‒

２
３
３
２
）

へ
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

展
示
作
品
募
集

　

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
づ
く
り

を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
に
、
展

示
作
品
を
広
く
一
般
の
か
た
か
ら

募
集
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

　

平
成
25
年
４
月
８
日
㈪
〜

　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
28
日
㈮

　

 

こ
の
期
間
の
う
ち
で
１
〜
２
週

間
程
展
示
し
ま
す
。

■ 

展
示
場
所　

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
入
口
ロ
ビ
ー

■ 

申
込
期
間　

２
月
４
日
㈪
か
ら

２
月
22
日
㈮
ま
で

■ 

募
集
作
品　

書
道
、
絵
画
、
陶

芸
、
写
真
、
合
同
で
つ
く
っ
た

　

大
き
な
作
品
な
ど

■
申
込
・
問
合
先

　

健
康
福
祉
課
へ

置
賜
原
木
き
の
こ
栽
培
研
修
会

　

置
賜
総
合
支
庁
で
は
、
初
心
者

で
も
簡
単
に
始
め
ら
れ
、
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
収
穫
量

を
確
保
で
き
る
原
木
き
の
こ
の
栽

培
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時　

３
月
12
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁

　
　
　
　
　

２
階
講
堂

■
内　

容

 　

①
置
賜
地
域
の
き
の
こ
生
産
動

向
等
に
つ
い
て
、
②
原
木
き
の

こ
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
、
原

木
な
め
こ
植
菌
実
習

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名

■ 

そ
の
他　

原
木
な
め
こ
の
植
菌

体
験
も
行
い
ま
す
の
で
、
汚
れ

て
も
い
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限　

３
月
８
日
㈮

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
普
及
担
当
（
☎

０
２
３
８‒

26‒

６
０
６
３
）
へ

募
集

ご
案
内

町内の空間放射線量を
お知らせします。

～いずれの場所の数値も
　人体に対して影響のない水準です～
■１月28日㈪の空間放射線量

※測定値は地上から50㎝の高さの値で、単位
　は１時間あたりのマイクロシーベルトです。

■問合先　町民税務課町民生活担当へ

測定場所 測定値
（µSv/h）

北部小中学校　グラウンド 0.03
沖庭小学校　グラウンド 0.07
旧小玉川小中学校　グラウンド 0.06
旧玉川小中学校　グラウンド 0.07
小国小学校　グラウンド 0.03
小国中学校　グラウンド 0.04
叶水小中学校　グラウンド 0.02
旧伊佐領小学校　グラウンド 0.08
旧白沼小中学校　グラウンド 0.07



今月の出前町長室は以下のとおりです。お気軽においでください。
　12日㈫10：00～11：00、26日㈫10：00～11：00、15：00～16：00  【アスモ街なか情報ステーション】

shiroimori@town.oguni.yamagata.jp  0238（62）2611町長室専用メール 町長室専用FAX
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子
育
子
育
てて
支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
か
ら

２２月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

１．各健診の日程等
　■２歳児歯科健診
　・期　　日　２月20日㈬
　・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　平成22年６月、７月
　　　　　　　８月生まれ
　■４カ月児健診
　・期　　日　２月22日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成24年10月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　２月22日㈮　　　
　・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成24年２月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参く

ださい。
４．問合先　健康管理センターへ

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■   日　

時　

２
月
５
日
、
12
日
（
子
育

て
講
座
・
子
ど
も
の
病
気
を
知
ろ

う
）、
19
日
、
26
日　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■ 

日　

時　

２
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、

28
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所　

ア
ス
モ
多
目
的
ホ
ー
ル

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
赤
ち
ゃ
ん
広
場
☆

■
日　

時　

２
月
28
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
場　

所　

お
ぐ
に
保
育
園

■ 

対
象
者　

生
後
4
カ
月
か
ら
15
カ
月

の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
ゆ
き
ん
こ
広
場
☆

■ 

日　

時　

２
月
４
日
、
18
日
、
25
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

２
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

内
容
と
対
象
者　

親
子
料
理
教
室
、

親
子
で
体
操
、
概
ね
２
歳
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た　

※
要
申
込

◆ 

問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　右の表は、1月25日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国
町をおもな就業先としている求人情報
です。既に雇用が確定している場合も
ありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

　 　２月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前日
まで、指定の口座に入金してく
ださい。
●２月 26 日㈫　水道料  
● ２月 28 日㈭　国民健康
保険税・後期高齢者保険料
（８期）、介護保険料、下水
道料・簡易水道料、住宅使
用料、保育料等  
■問合先
　町民税務課税政管理室へ

今月の納税 ２０１３.２

事業所名 職　　種 求人数 勤務時間
㈱小国自動車整備工場 車両整備、車検等の営業 1人 8：00～17：00
㈲小国測量設計事務所 測量・設計 2人 8：00～17：00
㈱トスネット置賜営業所 交通誘導員／臨時社員 1人 8：00～17：00

大 河 内 産 業 ㈲ 一般作業員、重機運転士、
砂利プラント運転士・他 11 人 8：00～17：00

安 部 工 業 ㈱ 一般作業員、型枠大工 2人 8：00～17：00
㈱ 山 芳 工 務 店 電気設備施工管理 2人 8：00～17：00

㈱コメリ新潟地区本部 販売員 1人 9：00～18：00、10：00～19：00
12：30～21：30

㈱ 船 山 工 務 店 土木作業員 1人 8：00～17：00

㈱ 小 国 タ ク シ ー タクシー運転手、運転代行 4 人 6：30～18：00、7：00～22：30
10：00～00：00ほか

社会福祉法人小国福祉会 介護員、看護師 2人 7：30～16：30、9：15～18：15
10：30～19：30、15：30～9：30ほか

斉 藤 建 設 ㈱ 一般作業員 2人 8：00～17：00
㈲ 蔵 王 ス ト ア ー レジ係（販売員） 1人 8：45～18：00
小 国 開 発 ㈱ 現場管理 1人 8：00～17：00

㈲ 小 国 技 研 ボーリング洗浄工
及び作業管理補助 2人 8：00～17：00

小 国 食 糧 ㈱ 生鮮食品仕入・店頭販売 1 人 8：30～18：30
㈱ 高 橋 工 務 店 土木・建築技術者 4人 8：00～17：00
合資会社山佐佐藤農機店 営業・販売・整備工 1人 8：30～17：30

㈱ 横 川 建 設 現場管理、配送運転手、重機
オペレータ－見習い、事務員 8 人 8：00～17：00

㈱ 建 装 テ ク ノ 塗装工 1人 8：00～17：00
伊 藤 建 築　 伊 藤 一 郎 建築大工（見習い可） 1人 8：00～18：00
㈱ ナ ウ エ ル ホールアシスタント 5人 8：30～19：00の間の3時間以上
お ぐ に 調 剤 薬 局 医療事務 2人 8：30～12：30、14：00～18：00
㈲白い森よこね物産品直売所 販売・接客・調理補助 2人 9：00～18：00の間の5時間程度



●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●斎場夜間受付（17：00～21：00） ☎023－645－3077
●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/
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相　談

◇ぶり返す世界恐慌と軍事衝突 副島隆史
◇母性 湊かなえ
◇惑いの森 中村文則
◇七つの会議 池井戸潤
◇93歳・現役漫画家。病気だらけを
　いっそ楽しむ50の長寿法 やなせたかし

・・・休館日・・・　毎週月曜日・祝日～新着図書～

年金相談 ……………………………
■日　時　２月20日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　
　町民税務課住民窓口担当へ

人権相談 ……………………………
■日　時　２月20日㈬
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ

消費者相談 …………………………
■日　時　２月23日㈯
　　　　　10：00～15：00
■場　所　役場雇用相談室
■対応者　司法書士　舟山健蔵氏
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ

行政相談 ……………………………
■日　時　３月２日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　行政相談委員　齋藤恒助氏
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ

生活なんでも相談ダイヤル ……
■期　間　２月22日㈮～２月24日㈰
■時　間　10：00～17：00
■相談電話（無料）
　　　　　0120-39-6029
■相談内容
法律問題、多重債務問題、労働問題
就労相談、家庭問題など、生活に関
する悩み事や困り事。
■問合先　生活あんしんネット山形
（山形県労働者福祉協議会☎0120-
39-6029）へ

　山形県高齢者総合相談センターでは、認知症専
門の相談窓口を設置しています。一人で悩まず、
何でも、お気軽にご相談ください。
■相 談 日　毎週火曜・金曜（祝日除く）
　　　　　　13：30～16：00
■相談方法　電話・来所
■相談電話　☎023-622-6511
■相 談 員　 精神保健福祉士、社会福祉士、介護

福祉士、認知症の人と家族の会会員
■そ の 他　 相談は無料で、秘密は厳守します。

匿名での相談もお受けいたします。

認知症のことで
悩んでいませんか？

期　日 担 当 税 理 士 会場及び連絡先
２月12日㈫ 須 貝 周 一 長井市☎84-2502

２月13日㈬ 金 田 和 夫
長 澤 修 司 長井市☎88-9159

２月14日㈭
長 沼 安 義 飯豊町☎72-2400
海老澤　信　夫 長井市☎88-5858

２月15日㈮
土 屋 正 昭 白鷹町☎85-0326
海老名　信　乃 白鷹町☎85-4548

２月22日㈮ 全 会 員 各事務所

　東北税理士会長井支部では、次のとおり無料税務
相談を実施します。相談時間は、午前10時から午
後３時までです。相談を希望するかたは、事前にご
連絡のうえご利用ください。
■相談日程

無料税務相談



●小国町役場　☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室　☎62－2112　　●政策企画室 ☎62－2264　●住民窓口担当・町民生活担当 ☎62－2260
●国保医療担当 　☎62－2261　　●税政管理室 ☎62－2403　●会　計　室 　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408　　●商工観光室 ☎62－2416　●建設管理室・水道管理室 ☎62－2431
●建設技術室　☎62－2432　　●議会事務局 ☎62－2448
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黒沢峠トレッキングと
かんじき作りのご案内

インターネットで確定申告
　申告書の作成は国税庁ホームページの確
定申告書等作成コーナーをご利用ください。
平成24年分の確定申告は、
○所得税
　平成25年２月18日㈪～３月15日㈮
○贈与税
　平成25年２月１日㈮～３月15日㈮
○消費税及び地方消費税（個人事業者）
　平成25年１月４日㈮～４月１日㈪
■問合先
　e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
　（☎0570-015901）
　長井税務署（☎84-1810）へ

　平成25年４月から、「高年齢者等の雇
用の安定等に関する法律」が改正され
ます。
　事業主には、①～③のいずれかの対
応が求められます。
①65歳以上への定年の引き上げ
② 希望者全員を65歳まで継続して雇用
する制度の導入
③定年制度の廃止
　改正の内容、経過措置等、詳細につ
いては、下記にお問い合わせください。
■ 問合先　
　ハローワーク長井（☎84-8609）へ

　放送大学はBSデジタル放送をとおして学ぶ
通信制大学です。１科目からでも学ぶことが
でき、入学試験はありません。
詳細は問合先にお尋ねください。
　■出願期限　２月28日㈭
　■問 合 先　放送大学山形学習センター
　　　　　　　（☎023-646-8836）へ

放送大学４月入学生募集

■日　時　２月17日㈰
　　　　　９：30～16：30
■場　所　総合センター
■対　象　親子、一般のかた　定員20人
■ 参加費　 3,000円
　　　　　（材料・お弁当代、保険料等）
■申込期限　２月13日㈬
■その他　
昼食は主催側で準備します。詳しいこと
はお問い合わせください。

雪国の知恵「かんじき」作り

黒沢峠・スノートレッキング
　冬の黒沢峠を黒沢峠保存会のガイドで散
策します。
■日　時　　２月23日㈯
　　　　　　９：30～16：00
■集合場所　総合センター駐車場
■対　象　　親子、一般のかた定員20人
■参加費　　1,000円（資料代、保険料等）
■申込期限　２月20日㈬
■その他
 かんじきが無いかたにはお貸しします。
詳しいことはお問い合わせください。
◆ 申込・問合先　NPO法人ここ掘れ和ん話
ん探検隊（☎050-7507-5955）

税務署からのお知らせ

事業主のみなさん、
あなたの会社には『希望者
全員が65歳まで働くことが
できる制度』がありますか？
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誕生おめでとうございます。誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。おくやみ申し上げます。
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今
回
の
「
広
報
お
ぐ
に
」

は
、
創
刊
７
０
０
号
を
記
念

し
て
、
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

版
で
の
お
届
け
と
な
り
ま
し

た
。
創
刊
号
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の

も
と
発
行
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
改

め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
広
報

お
ぐ
に
」
は
、町
民
み
な
さ
ん
で
作
っ

て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
を
は
じ
め
、
ま
ち
の

魅
力
や
頑
張
っ
て
い
る
人
、
グ
ル
ー

プ
な
ど
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
を
紹

介
し
な
が
ら
、
紙
面
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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その十　腰痛予防トレーニング②

※お問合せ先 ☎６２－５８０８

健康道場健康道場シリーズ健康道場健康道場

Yui オススメ
エクササイズのポイント

　前回、年齢を問わず、誰でも悩まされる可能性があるのが
「腰痛」と紹介しました。椎間板ヘルニアやぎっくり腰など
は、30～40歳代の方が多く発症します。「私は大丈夫！」と
思っていても、ちょっとしたことで腰を痛めてしまうことが
ありますし、過去の症状が再発することも考えられます。そ
のために、予防に取り組みましょう。
１おなか、腰まわりの筋肉を鍛える（腹筋・背筋）
２骨盤まわりの筋肉を柔らかく（ストレッチ）
３足の付け根の筋肉を落とさない（足を上げる）
４背中や脇の下のストレッチを習慣にする（背伸び）
など自分に合った方法を継続して行ってみてください。

骨盤まわりのストレッチおなか、背中の筋肉強化

①肩幅に足を広げます。
② 頭の場所（位置）を変えず、
フラフープの内側をなぞる
ように腰をまわします。

③ 呼吸に合わせゆっくり行い
ましょう。左右10回程度
まわします。

④１日、数セット行います。
① 腹ばいになり、肩の下に
肘を位置し、つま先を立
てた姿勢にします。

② 頭から足まで一直線に保
ち、30秒程度姿勢を維持
します。

③ 慣れないうちは、足幅を
広目にして行いましょう。

④１日、数セット行います。

戸籍のまど戸籍のまど

人口のうごき
人口　男・・・ 4,241 人（－８）
　　　女・・・ 4,485 人（±０） 
　　　計・・・ 8,726 人（－８）
世帯数  3,229 世帯（－３） 
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